
第３学年 国語科書写学習指導案

平成２０年１１月２７日（木）10:00 ～ 10:45 指導者 山本 悟

１ 題 材 ひらがなの曲がりとはらい「つり」

２ 目 標

○ 自分のめあてを見つけ，めあてにあった練習方法を選び，すすんで練習することがで

きる。

○ ひらがなの曲がり，はらいの筆使いに気をつけて，ていねいに書くことができる。

○ めあてをもとに自己評価や相互評価を行い，自分や友達の伸びを見つけ合うことがで

きる。

３ 指導計画（全２時間）

第１時 ひらがなの曲がりとはらいの筆使いを知り，自分のめあてをもって練習す

る。（本時）

第２時 自分のめあてに沿った練習方法を選び，ていねいに書く。

４ 指導上の立場

○ 第３学年及び４学年での書写毛筆の指導事項に「毛筆を使用して，点画の筆使いや文

字の組み立て方に注意しながら，文字の形を整えて書くこと」があげられている。

本題材は，ひらがなの曲がりとはらいの筆使いを理解し，「つり」の字形を整えて，

ていねいに書くことをねらいとしている。指導事項にもあげられているように「点画の

筆使い」では，３年生にとってはじめて学習するひらがなの「曲がり」と「はらい」で

あり，今までに学習した横書「一」や縦書「｜」を発展させた筆使いである。特に筆の

穂先の動きが重要となってくるため，文字習得期に一点一画を確実におさえて書くとい

う意識を育てるのにふさわしい単元であると考える。

○ 本学級の児童は，書写の学習で上手に書きたいという意識は高い。一学期には「一」

「川」「日」を学習し，毎時間，試し書きと手本を自己批正しながら，自分自身のめあ

てを確認してまとめ書きを行ってきた。しかし，教科全般において集中して学習するこ

とを苦手とする児童が多く，書写学習においても筆使いに注意しながら書く意識はあま

り高まっていない。また，上手に書きたいという気持ちばかりが先行し，自分のめあて

を振り返りながらゆっくりとていねいに書くというよりも，早く何枚も書くことで自分

自身の納得できる作品を仕上げる傾向がある。

そこで，試書と手本を自己批正する場を十分にとって課題を見つけ，自分にあっため

あてを明確にすることで，意欲的に，また，ていねいに活動することができると考える。

○ 本校の研究テーマ「主体的に学び，基礎・基本を身につける子どもの育成～自らのめ

あてをもち，書く楽しさや進歩した喜びを味わう書写学習～」に迫るために，本時では

次のように学習過程の工夫や評価の工夫を行う。

つかむ活動では，手本や教師による基準の説明を参考に試し書きを自己批正し，どこ

に着目すればよいか話し合うことで「曲がり」と「はらい」にめあてを絞り込み，どの

児童にもめあてがもてるようにする。また，めあてを色で示し，「曲がり」では赤，「は

らい」では青のシールを手本に貼ったり，腕に色ゴムをつけたりして，自分自身や友達

にも視覚的に分かるようにすることで，一人一人のめあてが明確になり，めあてを意識

して学習する意欲につながると考えられる。

すすめる学習では，児童一人一人が，めあてにあった練習用紙を選択し，練習するこ

とで，主体的に学習を進めることができるようにしたい。その間，教師は机間指導を行

い，めあてを確認しながら，姿勢，筆の持ち方，筆使いが不十分な児童に支援すること

で，基礎・基本を徹底したい。



たしかめる活動では，手本に貼ったシールや腕につけた色ゴムを見て，めあてを再確

認し，全体的に上手く書くという意識を強調させず，めあての達成をすることに集中さ

せることで，まとめ書きをすることができると考える。評価では，試し書きとまとめ書

きを自己評価，隣同士で相互評価し，めあてが達成された時にはごほうびシールを手本

に貼ることで自分自身の伸びや友達のよさを感じることができると考える。また，ごほ

うびシールが貼れなかっためあては，次時の学習のめあてにつながり，明確にすること

ができると考える。

５ 本時案（第１時）

目 ○ 自分のめあてをもち，めあてにあった練習方法を選び，すすんで練習する

ことができる。

標 ○ ひらがなの曲がりとはらいの筆使いに気をつけて書くことができる。

学 習 活 動 教 師 の 支 援 評価内容 準備物

１ 学習のめあ ○ 試書をし，今まで書いた字とどのよ 手本

てをもつ。 うに違うかについて発表することで， お手本君

ひらがなの「曲がり」や「はらい」に 拡大手本

ついて気づくようにする。 試書用半紙

○ 手本を配り，試し書きと比較し，自

分自身の課題をもつようにする。

・ 児童一人一人が気づいたことを発

表する。

・ 話し合う中で，ひらがなの「曲が

り」と「はらい」に着目させ，めあ めあてシール

てを絞り込むようにする。 めあて色ゴム

ひらがなの「まがり」と「はらい」の筆使いに気をつけて書こう。

○ 自分のめあてを決め，「つり」を書 自分のめあ 動画コンテンツ

く上での大切なポイントや練習方法を てをもち，色

知ることで，課題解決するための学習 ゴムを手首に

の見通しをもつようにする。 つけている。

・めあての色分けをする。

「まがり」赤，「はらい」青

「まがり」と 「はらい」赤・青

・めあての決定をする。

手本にめあてシールを貼る。

めあて別に色ゴムを腕にはめる。

・ 動画コンテンツを利用し，めあて

を達成するためのポイントを知る。

【ポイント】

「つ」について

① 「つ」の始筆は軽く入れ，やや



右上がりに運筆する。

② 曲がりの部分は，ゆっくりと曲

げる。

③ 終筆は，穂先をそろえるように，

すうっとはらう。

「り」について

① 左右の画が，向かい合って，ゆ

るやかにそるように書く。

② 二画目の始筆は，一画目のはね

とつながるように書く。

○「まがり」「はらい」の練習用紙の説

明をする。

・「まがり」赤について

「つ」の曲がり 練習用紙

骨書き練習用紙「つ」 まがり用

かご書き練習用紙「つ」 はらい用

水書板練習 水書板

・「はらい」青について

「つ」のはらいと「り」のはらい

骨書き練習用紙「つ」「り」

かご書き練習用紙「つ」「り」

水書板練習

２ 練習する。 ○ めあてを変更したい場合は変えても 自分のめあ

いいことや練習方法がなかなか選べな てにあった練

かったり，めあてがはっきりしていな 習用紙で練習

かったりする児童には練習が進められ している。

るように支援する。

○ 意欲的に組んでいる児童に対しては，

向上が見られる点を称揚し，発展的な

課題練習に取り組むようにする。

○ 姿勢，執筆，筆使いなどに気をつけ

て取り組めるように声かけをする。

３ まとめをす ○ 基準をおさえながら範書をし，まと 自分や友達 大型水書板

る。 め書きにはいるようにする。 の試書とまと まとめ書き用紙

○ 姿勢，筆の持ち方，めあてを確認し， め書きを比較 シール

ていねいに書くように助言する。 して，伸びを

○ 試し書きとまとめ書きを比較し，手 発 表 し て い

本にシールを貼ることで自分自身の伸 る。

びを実感したり，友達の伸びを見つけ

たりできるようにする。

４ 次時の学習 ○ 次時の学習について知る。

を知る。


